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今さら聞けない議会のコト その今さら聞けない議会のコト その５５

らべとんの大冒険らべとんの大冒険 ‼‼

表紙：子どもセンター　親子教室　すまいる

表紙：子どもセンター　親子教室　すまいる

平成 31 年度決算　意見書を付して認定～決算特別委員会～

各委員会の閉会中の継続調査報告

コロナ禍による地域経済対策を求める意見書を提出

小学生、中学生もわかる

財
産
取
得
の
議
決
！  
賛
成
７
、
反
対
６
で

日
の
出
公
園
駐
車
場
拡
張
決
ま
る

決
着

町
政
を
問
う
！
議
員
４
名
の
一
般
質
問
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12 月

定例会

　
　

令
和
２
年
第
４
回
定
例
会
は
12
月
16
日
か
ら
17
日

ま
で
の
２
日
間
開
催
し
、
各
会
計
補
正
予
算
、
条
例
改
正
、

人
事
案
件
等
に
つ
い
て
慎
重
審
議
を
行
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
４
人
の
議
員
が
一
般
質
問
を
行
い
、
町
の
考

え
を
問
い
ま
し
た
。

■ 12 月補正予算の状況■

補
正
予
算

条
　
　
例

各
会
計
の
補
正
予
算
を
可
決

各
会
計
の
補
正
予
算
を
可
決

　

一
般
会
計
の
主
な
補
正
の
概
要
は
、
戸
籍
情
報
シ
ス
テ

ム
・
住
民
基
本
台
帳
シ
ス
テ
ム
改
修
に
係
る
事
業
費
、
平
成

31
年
度
北
海
道
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
負
担
確
定
に
よ

る
療
養
給
付
費
負
担
及
び
特
別
会
計
繰
出
金
、
給
与
条
例
改

正
及
び
会
計
間
異
動
等
に
伴
う
職
員
給
与
費
、
更
に
は
各
事

業
費
確
定
に
伴
う
執
行
残
の
減
に
伴
う
補
正
と
な
っ
て
お

り
、
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
１
９
７
万
６
千
円
を
追
加
し
、
総

額
92
億
５
千
９
５
５
万
円
と
す
る
補
正
予
算
を
原
案
の
と
お

り
可
決
し
ま
し
た
。

選
挙
運
動
の
公
費
負
担
に

選
挙
運
動
の
公
費
負
担
に

　
　
　
　
関
す
る
条
例
は
付
託
に

　
　
　
　
関
す
る
条
例
は
付
託
に

　

公
職
選
挙
法
の
改
正
に
伴
い
、
町
長
及
び
町
議
会
議
員
の

選
挙
運
動
に
お
け
る
公
費
負
担
（
選
挙
運
動
用
自
動
車
、
選

挙
運
動
用
ビ
ラ
、
選
挙
運
動
用
ポ
ス
タ
ー
に
係
る
経
費
）
が

追
加
さ
れ
る
た
め
、
当
該
必
要
事
項
を
定
め
る
条
例
制
定
の

案
が
示
さ
れ
ま
し
た
が
、
所
管
で
あ
る
総
務
産
建
常
任
委
員

会
に
て
「
町
民
に
対
し
そ
の
趣
旨
と
目
的
を
正
し
く
伝
え
る

た
め
に
も
議
員
間
で
よ
り
理
解
を
深
め
る
必
要
が
あ
る
」
と

の
意
見
が
多
く
聞
か
れ
、
今
定
例
会
に
お
い
て
賛
成
多
数
で

総
務
産
建
常
任
委
員
会
に
付
託
さ
れ
ま
し
た
。

向山町政最後の定例会向山町政最後の定例会

会　　　計　　　名 補　　正　　額 総　予　算　額

一　般　会　計 197 万６千円 92 億 5,955 万円

特
　
別
　
会
　
計

国 民 健 康 保 険 2,811 万円 13 億 5,121 万７千円

後 期 高 齢 者 医 療 1,256 万９千円 １億 6,449 万 7 千円

介 護 保 険 115 万円 10 億 7,187 万７千円

ラベンダーハイツ事業 286 万円 ３億 5,262 万６千円

公 共 下 水 道 事 業 ▲ 343 万８千円 ４億 412 万５千円

企
　
業
　
会
　
計

水道事業
収 益 的 支 出 ０円 １億 7,009 万３千円

資 本 的 支 出  　　　　　　　― １億 6,508 万２千円

病院事業
収 益 的 支 出 993 万９千円          ９億 7,657 万３千円

資 本 的 支 出 　　　　　　　 ― 4,877 万３千円

地
方
税
法
等
の
改
正
に
伴
う

地
方
税
法
等
の
改
正
に
伴
う

　
　
　
　
　
　
条
例
の
一
部
改
正

　
　
　
　
　
　
条
例
の
一
部
改
正

　

租
税
特
別
措
置
法
及
び
地
方
税
法
の
改
正
に
伴
う
延
滞
金

及
び
還
付
加
算
金
の
割
合
の
特
例
に
関
す
る
整
備
の
た
め
、

債
務
管
理
条
例
の
附
則
中
の
「
特
例
基
準
割
合
」
の
名
称
を

「
延
滞
金
特
例
基
準
割
合
」
に
変
更
す
る
改
正
案
を
原
案
の
と

お
り
可
決
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
後
期
高
齢
者
医
療
に
関
す
る
条
例
及
び
介
護
保
険

条
例
の
附
則
中
「
特
例
基
準
割
合
」
の
名
称
を
「
延
滞
金
特

例
基
準
割
合
、
還
付
加
算
金
特
例
基
準
割
合
」
に
変
更
し
、

還
付
加
算
金
等
の
割
合
に
つ
い
て
平
均
貸
付
割
合
の
加
算
を

年
0.5
％
に
引
き
下
げ
る
な
ど
の
改
正
案
を
原
案
の
と
お
り
可

決
し
ま
し
た
。

激動の 2020 年を締めくくる激動の 2020 年を締めくくる
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12 月定例会

距

意
見
書
を
国
に
提
出
し
ま
し
た

意
見
書
を
国
に
提
出
し
ま
し
た

人
　
　
事

人
権
擁
護
委
員

人
権
擁
護
委
員

コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
地
域
経
済
対
策
を
求
め
る
意
見
書

一�

．
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
が
続
く
と
一
層

の
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
需
要
の
落
ち
込
み
、
観
光
事
業
の

低
迷
や
外
出
自
粛
な
ど
の
経
済
損
失
が
拡
大
し
、
地

域
社
会
全
体
へ
の
影
響
は
必
至
な
こ
と
か
ら
、
地
方

自
治
体
へ
の
対
策
関
連
予
算
を
十
分
確
保
し
、
適
宜

対
応
を
図
る
こ
と
。

二�

．
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
に
よ
っ
て
落
ち

込
ん
で
い
る
農
畜
産
物
の
需
要
を
喚
起
す
る
対
策
を

強
化
し
、
今
後
も
コ
ロ
ナ
禍
で
の
影
響
試
算
と
対
策

を
拡
充
す
る
こ
と
。
特
に
米
の
需
給
・
価
格
安
定
に

向
け
た
対
策
を
早
期
に
実
施
す
る
と
共
に
、
来
年
度

に
向
け
た
米
政
策
に
つ
い
て
も
抜
本
的
な
見
直
し
を

図
り
、
需
給
調
整
機
能
が
発
揮
さ
れ
る
仕
組
み
を
構

築
す
る
こ
と
。

第
７
回
臨
時
会
（

第
７
回
臨
時
会
（
1111
月月
3030
日
開
催
）

日
開
催
）

一
般
会
計
補
正
予
算
な
ど
を
可
決

　　

重
度
心
身
障
害
者
医
療
給
付
事
務
遅
延
に
よ
る
賠
償

重
度
心
身
障
害
者
医
療
給
付
事
務
遅
延
に
よ
る
賠
償

金
等
の
補
正
予
算
、
歳
出
に

金
等
の
補
正
予
算
、
歳
出
に
1010
万
７
千
円
を
追
加
し
、

万
７
千
円
を
追
加
し
、

予
備
費
か
ら
同
額
を
減
額
す
る
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第

予
備
費
か
ら
同
額
を
減
額
す
る
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第

1111
号
）
の
専
決
処
分
を
承
認
可
決
し
ま
し
た
。

号
）
の
専
決
処
分
を
承
認
可
決
し
ま
し
た
。

　

上
富
良
野
町
議
会
議
員
の
報
酬
及
び
費
用
弁
償
等
に

　

上
富
良
野
町
議
会
議
員
の
報
酬
及
び
費
用
弁
償
等
に

関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
が
議
員
発
議
と

関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
が
議
員
発
議
と

し
て
提
案
さ
れ
、
令
和
２
年

し
て
提
案
さ
れ
、
令
和
２
年
1212
月
に
支
給
す
る
期
末
手

月
に
支
給
す
る
期
末
手

当
に
限
り
、「
１
０
０
分
の
２
１
０
」
を
「
１
０
０
分
の

当
に
限
り
、「
１
０
０
分
の
２
１
０
」
を
「
１
０
０
分
の

２
０
５
」
に
減
額
と
す
る
発
議
案
第
１
号
が
原
案
の
と

２
０
５
」
に
減
額
と
す
る
発
議
案
第
１
号
が
原
案
の
と

お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

一
般
会
計
補
正
予
算
（
第

　

一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
1212
号
）
は
、
総
額

号
）
は
、
総
額

9292
億
４
千
９
１
５
万
７
千
円
に
歳
入
歳
出
そ
れ

億
４
千
９
１
５
万
７
千
円
に
歳
入
歳
出
そ
れ

ぞ

れ

８

４

１

万

７

千

円

を

追

加

し
、

総

額

を

ぞ

れ

８

４

１

万

７

千

円

を

追

加

し
、

総

額

を

9292
億
５
千
７
５
７
万
４
千
円
と
す
る
補
正
予
算
を
原
案

億
５
千
７
５
７
万
４
千
円
と
す
る
補
正
予
算
を
原
案

の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

主
な
事
業
は

主
な
事
業
は

①①��

救
急
活
動
感
染
症
予
防
資
器
材
整
備
事
業
（
富
良
野

救
急
活
動
感
染
症
予
防
資
器
材
整
備
事
業
（
富
良
野

広
域
連
合
負
担
）（
３
５
０
万
円
）

広
域
連
合
負
担
）（
３
５
０
万
円
）

②
ス
マ
ー
ト
農
業
促
進
特
別
対
策
（
１
千
４
１
３
万
円
）

②
ス
マ
ー
ト
農
業
促
進
特
別
対
策
（
１
千
４
１
３
万
円
）

③
中
小
企
業
経
営
継
続
奨
励
助
成
（
１
千
２
７
５
万
円
）

③
中
小
企
業
経
営
継
続
奨
励
助
成
（
１
千
２
７
５
万
円
）

④
小
規
模
事
業
者
持
続
化
補
助
（
７
５
０
万
円
）

④
小
規
模
事
業
者
持
続
化
補
助
（
７
５
０
万
円
）

⑤⑤��

吹
上
温
泉
保
養
セ
ン
タ
ー
サ
ウ
ナ
室
改
修
事
業

吹
上
温
泉
保
養
セ
ン
タ
ー
サ
ウ
ナ
室
改
修
事
業

（
６
７
０
万
円
）

（
６
７
０
万
円
）

町議会議員補欠選挙町議会議員補欠選挙

所属委員会　厚生文教常任委員会

党　　　派　自由民主党

職　　　業　無職

北條　隆男（66 歳）

11
月
29
日
に
執
行
し
た
町
議
会
議
員
補
欠
選
挙
に
お
い

て
北
條
隆
男
氏
が
当
選
し
ま
し
た
。

　

建
築
物
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
性
能
の
向
上
に
関
す
る
法
律

及
び
建
築
基
準
法
等
の
改
正
に
伴
い
、
手
数
料
条
例
の
別
表

中
、
長
期
優
良
住
宅
建
築
等
計
画
認
定
の
増
改
築
時
の
認
定

申
請
徴
収
項
目
の
追
加
、
指
定
評
価
機
関
の
事
前
審
査
を
受

け
る
際
の
手
数
料
の
低
減
条
件
な
ど
の
項
目
及
び
手
数
料
の

金
額
を
改
正
す
る
改
正
案
を
原
案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

手
数
料
条
例
の
一
部
改
正

手
数
料
条
例
の
一
部
改
正

日
の
出
公
園
駐
車
場
用
地
を
正
式
取
得

日
の
出
公
園
駐
車
場
用
地
を
正
式
取
得

　

令
和
２
年
第
３
回
定
例
会
で
は
日
の
出
公
園
駐
車
場
用
地

買
収
に
係
る
補
正
予
算
が
可
決
さ
れ
ま
し
た
が
、
地
方
自
治

法
第
96
条
に
則
り
、
今
定
例
会
に
お
い
て
駐
車
場
用
地
取
得

の
案
件
が
上
程
さ
れ
、
賛
成
７
（
北
條
・
金
子
・
佐
藤
・
今
村
・

小
林
・
小
田
島
・
岡
本
）
反
対
６
（
元
井
・
髙
松
・
中
瀬
・
中
澤
・

米
沢
・
荒
生
）
で
原
案
の
と
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。（
詳
細

は
４
・
５
ペ
ー
ジ
）

地
積
：
１
万
５
千
96
・
83
㎡	

土
地
取
得
価
格
：
４
千
８
３
０
万
９
千
８
５
６
円

座
間　

雪
子
さ
ん
（
再
）　
　

新
町
３
丁
目

　

人
権
擁
護
委
員
候
補
者
を
推
薦
す
る
議
案
が
提
出
さ
れ
、

全
員
賛
成
で
適
任
と
す
る
こ
と
に
決
定
し
ま
し
た
。

財
産
の
取
得



◆
日
の
出
公
園
用
地
取
得
に
か
か
る
測
量
費
を
審
議

◆
５
千
万
円
の
公
共
施
設
整
備
基
金
の
一
部
支
消
を
審
議
（
駐

車
場
用
地
は
含
ま
れ
て
い
な
い
）

◇�

予
算
案
に
対
す
る
質
疑
・
採
決
、
複
合
拠
点
施
設
関
連
予
算

を
皆
減
す
る
修
正
案
で
可
決

◇
公
共
設
備
整
備
基
金
の
一
部
支
消
を
可
決

第
１
回
定
例
会
と
予
算
特
別
委
員
会
（
３
月
）

議議  

決決  

①①

12 月

定例会
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財
産
の
取
得
を
審
議
す
る
に
あ
た
り
４
名
の
議
員
が
「
第
３
回

定
例
会
時
で
は
説
明
が
十
分
で
な
か
っ
た
」（
荒
生
）「
価
格
設
定

に
疑
問
が
あ
る
」（
米
沢
）「
駐
車
場
横
に
な
ぜ
道
路
も
必
要
な
の
か
」

（
中
瀬
）、「
当
時
と
は
状
況
が
変
わ
っ
て
い
る
」（
元
井
）
と
質
問

に
立
っ
た
が
議
長
よ
り
「
す
で
に
十
分
審
議
し
つ
く
さ
れ
た
内
容

に
つ
い
て
の
質
問
で
あ
る
」
と
い
う
理
由
で
質
問
が
取
り
消
さ
れ

る
。
つ
ま
り
質
問
さ
れ
た
内
容
が
、
第
３
回
定
例
会
時
（
議
決
②
）

（
議
決
②
）

に
お
い
て
十
分
な
質
疑
と
議
論
を
尽
く
し
た
上
で
議
決
さ
れ
た
事

項
（
購
入
の
目
的
と
用
地
取
得
の
予
算
）
で
あ
り
、
第
４
回
定
例

会
に
お
い
て
質
疑
さ
れ
る
べ
き
は
、
財
産
の
取
得
契
約
と
い
う
行

為
に
つ
い
て
の
み
で
あ
る
と
い
う
議
長
の
判
断
で
あ
る
。

　

こ
れ
に
対
し
、　

定
例
会
後
の
反
省
会
で
は
、「
一
度
議
決
さ
れ

た
事
項
に
つ
い
て
は
意
見
の
違
い
は
あ
れ
ど
も
議
論
を
蒸
し
返
す

べ
き
で
は
な
い
」
と
す
る
立
場
と
、「
地
方
自
治
法
で
定
め
る
金
額

や
面
積
を
超
え
る
財
産
の
取
得
に
関
し
て
は
議
決
が
必
要
と
さ
れ

て
い
る
以
上
、
改
め
て
慎
重
に
審
議
し
た
後
に
議
決
さ
れ
る
べ
き

で
あ
る
」
と
い
う
立
場
で
意
見
が
分
か
れ
た
。
前
者
は
す
み
や
か

な
行
政
執
行
を
行
う
上
で
の
議
会
と
理
事
者
間
で
の
不
文
律
を
重

ん
じ
る
立
場
で
あ
る
一
方
、
後
者
は
議
員
と
し
て
の
質
問
す
る
権

利
を
主
張
す
る
立
場
の
違
い
で
あ
る
。

財
産
の
取
得
が
賛
成
多
数
で
可
決
。

し
か
し
議
員
間
の
認
識
の
相
違
が
浮
き
彫
り
に
…

日の出公園駐車場用地の財産取得を巡り

議員間の解釈の違い鮮明に

反省会から見えてきたものとは

第
３
回
定
例
会
（
９
月
）

◆�

日
の
出
公
園
の
拡
張
に
係
る
都
市
公
園
条
例
の
一
部
改
正
と
、

駐
車
場
用
地
取
得
の
補
正
予
算
審
議

◆�

駐
車
場
の
拡
張
と
購
入
の
時
期
に
つ
い
て
所
管
の
総
務
産
建

常
任
委
員
会
で
の
質
疑
・
議
論
。

◆
全
員
協
議
会
で
の
質
疑

◇�

本
会
議
に
て
質
疑
の
後
、
駐
車
場
用
地
取
得
費
を
皆
減
す
る

修
正
案
提
出
。
討
論
の
末
、
修
正
案
否
決

◇�
日
の
出
公
園
を
拡
張
す
る
都
市
公
園
条
例
が
原
案
可
決
、
駐

車
場
用
地
取
得
の
予
算
を
含
む
補
正
予
算
の
原
案
が
可
決

議議  

決決  

②②

第
４
回
定
例
会
（
12
月
）

◆
財
産
の
取
得
契
約
に
対
す
る
審
議

◆�

総
務
産
建
常
任
委
員
会
、
全
員
協
議
会
に
お
い
て
は
意
見
な

し
◇�

財
産
の
取
得
契
約
に
対
す
る
質
疑
、
討
論
の
末
、
賛
成
多
数

で
可
決

議議  

決決  

③③

※　◆…委員会・協議会での動き　　◇…本会議での動き

～財産取得に係る３つの議決の流れ～

議会活動が整理された冊子



12 月定例会
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急
遽
行
わ
れ
た
討
論
。

そ
の
討
論
に
関
し
て
も
議
員
間
の
認
識
の
違
い
が
…

解解  

説説

議
決
①

議
決
①
の
ポ
イ
ン
ト
解
説

　

日
の
出
公
園
の
駐
車
場
の
用
地
を
拡
張
す
る
上
で
、
理
事
者

側
か
ら
提
案
さ
れ
た
用
地
を
測
量
す
る
た
め
の
予
算
が
、
予
算

特
別
委
員
会
で
審
議
さ
れ
可
決
。
ま
た
、
公
共
施
設
を
整
備
す

る
た
め
の
町
の
貯
金
で
あ
る
「
公
共
施
設
整
備
基
金
」
の
一
部

を
支
消
す
る
（
引
き
出
す
）
こ
と
を
可
決
。
こ
の
時
点
で
は
支

消
し
た
「
公
共
施
設
整
備
基
金
」
の
使
途
に
は
駐
車
場
用
地
取

得
費
は
含
ま
れ
て
い
な
い
。

議
決
②

議
決
②
の
ポ
イ
ン
ト
解
説

　

日
の
出
公
園
の
駐
車
場
を
拡
張
し
、
新
た
な
用
地
を
取
得
す

る
た
め
の
補
正
予
算
を
審
議
。
ま
た
同
時
に
駐
車
場
の
面
積
が

定
め
ら
れ
た
条
例
の
改
正
を
審
議
。
予
算
に
関
し
て
は
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
予
算
な
ど
で
様
々
な
財
源
組
替
が
あ
っ
た

関
係
で
、
先
に
支
消
し
た
「
公
共
施
設
整
備
基
金
」
の
一
部
を

充
当
。
委
員
会
、
全
員
協
議
会
、
本
会
議
に
お
い
て
質
疑
・
議

論
・
討
論
が
な
さ
れ
、
本
会
議
で
駐
車
場
用
地
取
得
の
予
算
を

０
に
す
る
皆
減
の
修
正
案
が
提
出
さ
れ
る
。
こ
の
時
の
用
地
取

得
に
反
対
す
る
意
見
と
し
て
は
、
総
事
業
費
に
対
す
る
説
明
不

足
、
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
イ
ベ
ン
ト
や
観
光
需
要
の
変
化
、
町

立
病
院
建
設
を
見
据
え
た
財
政
不
安
な
ど
が
述
べ
ら
れ
た
。
こ

の
修
正
案
の
提
出
者
に
対
し
、
修
正
案
の
不
備
に
つ
い
て
の
疑

義
や
修
正
案
に
伴
い
先
に
議
決
し
て
支
消
し
た
「
公
共
施
設
整

備
基
金
」
が
充
当
さ
れ
た
予
算
を
皆
減
し
て
、
使
途
目
的
の
な

い
予
備
費
に
組
替
す
る
こ
と
に
対
し
議
員
と
し
て
の
考
え
を
問

わ
れ
る
一
幕
も
あ
っ
た
。
ま
た
用
地
取
得
に
賛
成
す
る
立
場
と

議
決
③

議
決
③
の
ポ
イ
ン
ト
解
説

　

地
方
自
治
法
で
は
金
額
７
０
０
万
円
ま
た
は
面
積
５
千
㎡
を

超
え
る
財
産
の
取
得
に
関
し
て
は
、
予
算
に
関
す
る
議
決
（
議
（
議

決
②
）

決
②
）
の
他
に
、
財
産
の
取
得
に
あ
た
っ
て
も
議
決
（
議
決
③
）

（
議
決
③
）

が
必
要
な
事
案
で
あ
る
と
定
め
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
法
律
に
対

し
、「
さ
ら
に
慎
重
に
審
議
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
か
ら
再
度
議
決

が
必
要
と
さ
れ
て
い
る
」
と
い
う
解
釈
と
、「
財
産
取
得
に
関
し

て
は
あ
く
ま
で
取
得
契
約
に
係
る
不
備
な
ど
が
な
い
か
を
審
議

す
る
場
で
あ
る
」
と
い
う
解
釈
の
違
い
が
議
員
間
で
あ
る
こ
と

が
浮
き
彫
り
に
な
っ
た
。

し
て
は
、
駐
車
場
の
拡
張
が
観
光
振
興
に
期
す
る
で
あ
ろ
う
こ

と
、
現
状
各
種
イ
ベ
ン
ト
で
民
間
業
者
等
に
迷
惑
を
か
け
て
い

る
こ
と
な
ど
が
述
べ
ら
れ
た
。
討
論
後
の
採
決
の
結
果
、
修
正

案
は
否
決
さ
れ
、
そ
の
後
、
原
案
が
可
決
さ
れ
た
。
こ
の
第
３

回
定
例
会
に
お
い
て
は
、
こ
の
議
案
に
つ
い
て
討
論
が
行
わ
れ

る
こ
と
は
事
前
に
議
員
全
員
に
共
有
さ
れ
て
い
た
。

日の出公園ラベンダー園

　

議
会
当
日
、
駐
車
場
用
地
取
得
に
反
対
す
る
立
場
の
議
員
か
ら
、

議
長
に
対
し
こ
の
議
案
に
つ
い
て
討
論
を
行
う
旨
の
申
し
出
が
あ

り
、
そ
の
結
果
財
産
の
取
得
に
係
る
質
疑
の
後
、
議
場
に
て
討
論

が
行
わ
れ
た
。
反
対
討
論
で
は
、
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
観
光
需
要

や
イ
ベ
ン
ト
開
催
の
変
化
に
対
す
る
懸
念
（
荒
生
・
元
井
）、
交
渉

価
格
に
関
す
る
懸
念
（
中
瀬
）、
財
政
状
況
に
つ
い
て
の
不
安
（
中

澤
）
用
地
の
雨
水
・
排
水
の
問
題
（
髙
松
）
な
ど
が
述
べ
ら
れ
た
。

一
方
賛
成
討
論
で
は
、
駐
車
場
用
地
取
得
に
つ
い
て
の
必
要
性
（
小

田
島
・
岡
本
）
や
、
そ
も
そ
も
第
３
回
定
例
会
で
必
要
か
不
必
要

か
に
関
し
て
は
議
論
が
し
つ
く
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
以
降
に
財
産

を
取
得
す
る
上
で
新
た
な
問
題
は
生
じ
て
い
な
い
と
し
、
議
員
と

し
て
一
度
審
議
さ
れ
議
決
し
た
こ
と
に
対
し
て
責
任
を
持
つ
べ
き

（
佐
藤
）、
売
買
契
約
で
の
債
務
不
履
行
の
責
（
金
子
）、
安
全
管
理

上
、
緩
衝
地
帯
と
し
て
の
点
で
購
入
は
今
し
か
な
い
（
今
村
）
と

い
う
意
見
な
ど
が
述
べ
ら
れ
た
。

　

こ
の
件
に
関
し
て
反
省
会
で
は
、
こ
れ
ま
で
の
上
富
良
野
町
議

会
の
慣
例
で
は
討
論
を
行
う
際
は
少
な
く
と
も
前
日
ま
で
に
議
長

に
対
し
て
申
し
伝
え
、
他
の
議
員
に
対
し
て
も
周
知
が
さ
れ
て
お

り
、
過
去
に
当
日
知
ら
さ
れ
た
こ
と
は
一
度
も
な
か
っ
た
と
い
う

意
見
が
聞
か
れ
た
。
一
方
そ
の
慣
例
に
関
し
て
は
明
文
化
さ
れ
た

ル
ー
ル
が
存
在
す
る
わ
け
で
は
な
く
、
当
日
議
長
に
討
論
す
る
旨

を
申
し
伝
え
た
こ
と
自
体
に
問
題
は
な
く
、
議
員
と
し
て
は
常
に

ど
の
議
案
に
対
し
て
も
討
論
に
臨
む
準
備
を
し
て
議
会
に
臨
む
べ

き
と
い
う
意
見
も
聞
か
れ
た
。

　

こ
の
点
は
議
員
同
士
の
信
頼
関
係
に
も
繋
が
っ
て
く
る
た
め
、

討
論
に
関
す
る
上
富
良
野
町
議
会
と
し
て
の
決
め
事
な
ど
に
つ
い

て
は
、
引
き
続
き
議
会
運
営
委
員
会
に
お
い
て
議
論
し
て
い
く
こ

と
と
な
っ
た
。
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決算特別

委員会

禦

富
良
野
広
域
連
合
議
会

　
　
　
　
　
　
　
第
２
回
定
例
会

　

令
和
２
年
第
２
回
富
良
野
広
域
連
合
議
会
定
例
会
が

10
月
14
日
に
開
催
さ
れ
、
補
正
予
算
案
１
件
、
人
事
案

２
件
、
条
例
案
１
件
、
認
定
１
件
、
報
告
３
件
、
そ
の

他
１
件
が
原
案
と
お
り
可
決
・
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

任
期
満
了
に
伴
う
教
育
委
員
会
委
員
に
は
、
服
部
久

和
氏
（
上
富
良
野
町
教
育
委
員
会
教
育
長
）、
岩
渕
秀
一

氏
（
南
富
良
野
町
教
育
委
員
会
教
育
長
）
が
再
任
さ
れ

ま
し
た
。

　

ま
た
、
閉
会
中
の
継
続
調
査
と
し
て
、
総
務
産
業
委

員
会
及
び
文
教
環
境
委
員
会
か
ら
「
所
管
施
設
の
運
営

管
理
に
つ
い
て
」
の
調
査
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

北海道社会貢献賞　受賞北海道社会貢献賞　受賞

長谷川　徳行さん（72 歳）

旭日単光章　受章旭日単光章　受章

故　仲島　康行さん（満 81 歳）

平成 31 年度決算を平成 31 年度決算を
　　　　　　   徹底審査 !　　　　　　   徹底審査 !

　令和２年１0 月６日・７日・８日の３日間、議長と議会

選出の監査委員を除く 11 名で決算特別委員会（岡本康裕委

員長）を開会し、平成 31 年度の一般会計、国民健康保険特

別会計ほか５件の特別会計、病院・水道の企業会計の決算

を審議しました。

　分科会に分かれて全会計の歳入・歳出伝票の審査、議場

で歳入・歳出に関する質疑などを行い、町長に一般会計２

項目、ラベンダーハイツ事業特別会計１項目の意見を付し、

原案のとおり認定すべきものと決定しました。

  

３
項
目
の
審
査
意
見
を
付
し
ま
し
た

一
般
会
計

（
歳
出
）

　

１�　

定
住
移
住
に
つ
い
て
、
各
事
業
を
検
証
し
て
、

よ
り
効
果
的
な
施
策
展
開
に
努
め
ら
れ
た
い
。

　

２�　

予
約
型
乗
合
タ
ク
シ
ー
事
業
に
つ
い
て
、
利
用

者
ニ
ー
ズ
を
把
握
し
、
利
便
性
の
向
上
に
努
め
ら

れ
た
い
。

ラ
ベ
ン
ダ
ー
ハ
イ
ツ
事
業
特
別
会
計

　

１�　

経
営
安
定
化
に
努
め
、
一
般
会
計
か
ら
の
繰
入

金
の
軽
減
に
努
め
ら
れ
た
い
。

令和２年 11 月１6 日受賞

元町議会議員（平成 11 年～令和元年）

錦町１丁目

令和２年４月 29 日受章

元町議会議員（平成７年～平成 19 年）

本町１丁目
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一般質問

魚

一般質問一般質問
４名の議員が町政を問う４名の議員が町政を問う

一般質問とは、年４回の定例会において議員が住民の声や自身の考えなどにより、町政全般

にわたって執行者の考えをただすものです。

議会だよりではスペースの都合上、質問と答弁を要約して掲載しています。

詳細は後日、行政ホームページに会議録を掲載します。

議場では臨場感のあるやり取りを傍聴することができます。ぜひ、議場へお越しください。

ページ 質 問 議 員 質　　問　　事　　項

８ 荒生　博一　議員
 ①　結婚新生活支援事業について

 ②　�十勝岳ジオパーク構想について

９ 中瀬　　実　議員
 ①　家族経営協定の推進について

 ②　農業者年金の普及、啓もうについて

10 髙松　克年　議員
 ①　不登校児童・生徒に、より良い教育環境の機会を

 ②　コロナ禍におけるスクールカウンセラーの重要性について

11 米沢　義英　議員

 ①　福祉事務手続きの遅延について

 ②　 PCR 検査体制について

 ③　子どもセンター取壊しについて

 ④　コロナ禍における生活困窮世帯に対する支援について
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一般

質問

亨

－荒生　博一　議員－

結婚新生活支援事業の制度設計を

新体制の中で検討もあろうかと思われる（町長）

結 

婚 

支 

援

サポーター養成講座「富良野岳の植物」のようす

荒
生
議
員　

結
婚
支
援
制
度

は
実
施
し
て
い
る
自
治
体
は

少
な
い
が
、
利
用
実
態
の
有

無
は
別
に
し
て
、
来
年
度
か

ら
支
援
の
拡
充
が
行
わ
れ
る

こ
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
、
国
費

を
一
部
活
用
で
き
る
制
度
と

し
て
、
ま
た
、
少
子
化
対
策
、

定
住
移
住
促
進
策
の
観
点
か

ら
も
若
い
人
を
呼
び
込
む
力

に
な
る
可
能
性
も
考
え
ら
れ
、

当
町
に
お
い
て
も
早
急
に
制

度
設
計
の
検
討
を
す
べ
き
と

考
え
る
が
見
解
は
。

向
山
町
長　

こ
の
事
業
は
、

少
子
化
対
策
の
一
環
と
し
て

実
施
さ
れ
て
お
り
、
夫
婦
と

も
に
婚
姻
届
日
に
お
け
る
年

齢
が
34
歳
以
下
で
、
か
つ
世

帯
所
得
が
３
４
０
万
円
未
満

の
新
規
に
婚
姻
し
た
世
帯
に

対
し
て
、
住
宅
取
得
又
は
賃

貸
費
用
、
引
越
費
用
に
対
し
、

30
万
円
を
上
限
に
補
助
す
る

制
度
で
あ
り
、
財
源
は
国
１

／
２
、
市
町
村
１
／
２
負
担

に
よ
り
推
進
し
て
い
る
も
の

で
あ
り
、
全
国
で
取
り
組
ん

で
い
る
自
治
体
は
、
11
月
１

日
現
在
２
８
９
自
治
体
で
あ

り
、
道
内
に
お
い
て
は
、
24

市
町
村
、
う
ち
上
川
管
内
で

は
愛
別
町
と
当
麻
町
と
承
知

し
て
い
る
。
国
で
は
本
事
業

の
拡
充
案
と
し
て
令
和
３
年

度
か
ら
、
対
象
年
齢
39
歳
以

下
、
世
帯
所
得
は
４
０
０
万

円
未
満
、
補
助
上
限
は
60
万

円
に
引
き
上
げ
る
と
と
も
に
、

更
に
新
規
モ
デ
ル
事
業
案
と

し
て
、
都
道
府
県
が
推
進
事

業
の
議
論
や
将
来
へ
の
推
進

計
画
の
提
案
に
つ
い
て
協
議

会
を
設
置
す
る
と
と
も
に
、

モ
デ
ル
事
業
実
施
市
町
村
が

受
給
者
に
対
し
て
家
事
育
児

参
画
促
進
講
座
等
へ
の
参
加

義
務
付
け
等
、
実
施
要
件
に

基
づ
き
取
り
組
ん
だ
場
合
は
、

国
の
補
助
率
を
２
／
３
に
引

き
上
げ
る
方
向
で
検
討
さ
れ

て
い
る
段
階
に
あ
る
と
承
知

し
て
い
る
。
本
事
業
に
つ
い

て
は
、
こ
れ
ま
で
本
町
で
検

討
を
行
っ
た
経
過
は
な
い
が
、

今
後
、
新
た
な
体
制
の
中
で

本
町
に
お
け
る
少
子
化
や
婚

姻
実
態
を
踏
ま
え
た
中
で
事

業
化
に
つ
い
て
の
検
討
も
あ

ろ
う
か
と
思
わ
れ
る
。

次
年
度
の
認
定
申
請
の
可
能
性
は

申
請
に
向
け
精
力
的
に

　
　
　
　
　
　
　
取
り
組
ん
で
い
る
（
町
長
）

ジ　オ

荒
生
議
員　

平
成
29
年
９
月

27
日
に
認
定
見
送
り
の
結
果

を
受
け
た
後
、
こ
の
間
３
年

が
経
過
し
て
い
る
。
こ
れ
ま

で
の
指
摘
事
項
に
対
す
る
取

り
組
み
と
、
次
年
度
の
認
定

申
請
の
可
能
性
な
ど
に
つ
い

て
、
推
進
協
議
会
の
中
で
は

ど
の
よ
う
な
判
断
が
な
さ
れ

て
い
る
の
か
伺
う
。

向
山
町
長　

平
成
29
年
の
認

定
審
査
に
お
け
る
指
摘
事
項

は
、
大
き
く
３
点
と
捉
え
て

お
り
、
１
点
目
の
専
門
員
体

制
に
つ
い
て
は
、
本
年
度
４

月
に
、
室
戸
世
界
ジ
オ
パ
ー

ク
で
専
門
員
と
し
て
十
分
な

経
験
を
つ
ま
れ
た
専
門
員
を

職
員
と
し
て
採
用
し
、
認
定

申
請
に
向
け
精
力
的
に
取
り

組
ん
で
い
る
。
２
点
目
の
ジ

オ
パ
ー
ク
ガ
イ
ド
の
養
成
に

つ
い
て
は
、
年
間
十
数
回
に

わ
た
る
養
成
講
座
を
受
講
し
、

現
在
７
名
が
認
定
さ
れ
活
動

を
行
っ
て
い
る
。
３
点
目
の

ジ
オ
パ
ー
ク
拠
点
施
設
の
整

備
に
つ
い
て
は
、
美
瑛
町
郷

土
学
館
、
上
富
良
野
町
郷
土

館
に
加
え
、
こ
の
度
十
勝
岳

火
山
砂
防
情
報
セ
ン
タ
ー
を

位
置
づ
け
、
整
備
計
画
に
つ

い
て
協
議
を
進
め
て
い
る
。

　

指
摘
を
受
け
た
課
題
の
大

部
分
に
お
い
て
改
善
が
図
ら

れ
、
拠
点
施
設
に
つ
い
て
も

充
実
整
備
の
め
ど
が
立
っ
た

と
判
断
で
き
る
こ
と
か
ら
、

次
年
度
の
新
規
認
定
申
請
を

行
う
予
定
で
あ
り
協
議
会
内

で
確
認
し
準
備
を
進
め
て
い

る
。



 かみふらの議会だより第１０９号

一般質問

享

－中瀬　実　議員－

協定書締結に助言立会されているか

地域の農業委員が立会助言している
　　　　　　　　　　　（農業委員会会長）

農
　
業

中
瀬
議
員　

農
業
者
年
金
は

確
定
拠
出
型
の
財
政
方
式
で

あ
り
保
険
料
を
支
払
っ
て
い

る
世
代
の
人
数
や
、
年
金
を

受
給
し
て
い
る
世
代
の
人
数

変
化
に
よ
る
財
政
的
な
影
響

を
受
け
な
い
少
子
高
齢
化
の

時
代
で
も
安
心
で
き
る
制
度

で
あ
る
。
現
役
世
帯
の
中
で

加
入
可
能
な
人
、
女
性
後
継

者
の
未
加
入
者
は
。

井
村
農
業
委
員
会
会
長　

加

入
可
能
な
60
歳
未
満
の
人
は

１
１
５
人
、
内
女
性
69
人
、

後
継
者
未
加
入
７
人
で
あ
る
。

中
瀬
議
員　

委
員
会
と
し
て

年
金
加
入
促
進
、
啓
も
う
は

ど
の
よ
う
に
さ
れ
て
い
る
か
。

ま
た
、
情
報
提
供
の
方
法
は
。

井
村
農
業
委
員
会
会
長　

未

加
入
者
に
対
し
農
業
委
員
会

だ
よ
り
で
、
年
金
制
度
の
周

知
を
図
る
ほ
か
、
ふ
ら
の
農

協
及
び
農
業
委
員
会
事
務
局

で
相
談
対
応
し
て
い
る
。
特

に
後
継
者
の
い
る
加
入
者
に

対
し
経
営
移
譲
の
時
、
制
度

の
優
位
性
に
つ
い
て
、
個
別

相
談
を
行
い
加
入
促
進
を

行
っ
て
い
る
。
今
後
に
お
い

て
も
関
係
機
関
の
協
力
を
得

な
が
ら
農
業
者
の
老
後
の
生

活
の
安
定
及
び
福
祉
の
向
上

を
図
る
と
と
も
に
農
業
者
年

金
制
度
の
周
知
を
図
り
加
入

者
の
拡
大
に
取
り
組
ん
で
ま

い
り
た
い
。

中
瀬
議
員　

推
進
す
る
に
あ

た
り
会
長
の
意
気
込
み
に
つ

い
て
伺
う
。

井
村
農
業
委
員
会
会
長　

家

族
経
営
協
定
も
農
業
者
年
金

に
つ
い
て
も
十
分
な
推
進
を

し
て
い
き
た
い
。

農業者年金のパンフレット

農
業
者
年
金
の
加
入
促
進
啓
も
う
は

農
業
委
員
会
だ
よ
り
に
よ
り
周
知

　
　
　
　
　
　
　
　
　（
農
業
委
員
会
会
長
）

農　業

中
瀬
議
員　

家
族
経
営
協
定

は
家
族
み
ん
な
で
働
き
や
す

い
経
営
方
針
、
役
割
分
担
を

十
分
話
し
合
い
、
取
り
決
め

る
も
の
で
あ
る
。
現
在
の
締

結
件
数
は
93
戸
だ
が
、
後
継

者
が
い
て
協
定
書
を
締
結
し

て
い
な
い
戸
数
は
何
件
か
。

井
村
農
業
委
員
会
会
長　

後

継
者
が
い
て
締
結
し
て
い
な

い
戸
数
は
14
戸
で
あ
る
。

中
瀬
議
員　

委
員
会
と
し
て

家
族
経
営
協
定
の
周
知
は
ど

の
よ
う
に
さ
れ
て
い
る
か
。

井
村
農
業
委
員
会
会
長　

農

業
委
員
会
だ
よ
り
と
未
締
結

世
帯
へ
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
資
料

を
配
布
し
て
い
る
。

中
瀬
議
員　

協
定
書
締
結
に

助
言
、
立
会
さ
れ
て
い
る
か
。

井
村
農
業
委
員
会
会
長　

調

印
に
は
地
域
の
農
業
委
員
が

立
会
し
、
協
定
書
に
押
印
し

内
容
確
認
と
必
要
な
助
言
を

行
っ
て
い
る
。

中
瀬
議
員　

協
定
書
の
内
容

に
変
更
が
あ
っ
た
場
合
、
速

や
か
に
手
続
き
が
さ
れ
て
い

る
か
。

井
村
農
業
委
員
会
会
長　

都

度
見
直
し
変
更
手
続
き
を

行
っ
て
い
る
。

家族経営協定のすすめ



                                                                                                                                                  　かみふらの議会だより第１０９号

一般

質問

京

－髙松　克年　議員－

スクールカウンセラーが重要

関係機関との連携強化を図る（教育長）

教
　
育

髙
松
議
員　

コ
ロ
ナ
禍
に

お
け
る
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン

セ
ラ
ー
の
実
務
等
重
要
性

は
、
今
後
増
加
す
る
。
各
学

校
、
教
師
、
保
護
者
、
関
係

者
と
の
相
互
関
係
強
化
が
必

要
。
ま
た
、
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー

の
重
点
配
置
を
ど
の
よ
う
に

考
え
る
か
。

服
部
教
育
長　

昨
年
４
月
か

ら
臨
床
心
理
士
を
常
勤
配
置

の
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー

と
し
て
採
用
し
、
小
中
学
校

や
こ
ど
も
園
な
ど
定
期
的
に

訪
問
し
、
ト
ー
タ
ル
サ
ポ
ー

ト
を
実
施
。
ま
た
、
各
学
校

で
は
、
担
任
や
特
別
支
援
の

教育機会確保法とスクールカウンセラー指針

児
童
生
徒
に
最
善
の
教
育
機
会
を

教
育
機
会
確
保
法
に

　
　
　
　
基
づ
く
施
策
を
図
る
（
教
育
長
）

教　育

髙
松
議
員　

文
科
省
は
教
育

機
会
確
保
法
を
平
成
28
年
公

布
し
た
。
不
登
校
に
よ
り
就

学
の
機
会
が
失
わ
れ
る
こ
と

は
個
人
教
育
的
損
失
と
な
る
。

当
該
児
童
生
徒
が
も
つ
要
因

に
対
し
て
「
教
育
機
会
確
保

法
」
の
も
と
で
対
応
を
ど
の

よ
う
に
行
う
か
。

服
部
教
育
長　

子
ど
も
た
ち

や
保
護
者
と
の
信
頼
関
係
を

築
き
上
げ
、
ス
ク
ー
ル
カ
ウ

ン
セ
ラ
ー
な
ど
の
支
援
の
取

り
組
み
に
よ
り
、
義
務
教
育

を
十
分
に
受
け
る
こ
と
の
で

き
な
か
っ
た
未
就
学
者
、
不

登
校
児
童
な
ど
に
教
育
の
機

会
を
確
保
す
る
た
め
、
基
本

指
針
に
基
づ
き
、
不
登
校
対

策
を
進
め
て
い
く
。

髙
松
議
員　

教
育
機
会
確
保

法
に
フ
リ
ー
ス
ク
ー
ル
等
、

夜
間
中
学
に
も
言
及
し
て
い

る
。
こ
れ
ら
へ
の
就
学
の
機

会
へ
の
情
報
、
助
言
が
必
要

と
さ
れ
て
い
る
が
対
応
は
。

服
部
教
育
長　

児
童
、
生
徒

の
最
善
の
利
益
を
最
優
先
に

支
援
を
行
う
た
め
、
関
係
団

体
と
連
携
し
、
児
童
生
徒
に

寄
り
添
っ
た
支
援
を
行
っ
て

い
く
。
夜
間
中
学
校
や
フ

リ
ー
ス
ク
ー
ル
に
つ
い
て
は
、

学
び
の
場
に
児
童
生
徒
と
保

護
者
と
の
話
し
合
い
の
も
と

に
通
う
こ
と
は
有
益
な
も
の

と
考
え
て
い
る
こ
と
か
ら
引

き
続
き
情
報
提
供
に
努
め
る
。

髙
松
議
員　

普
通
教
育
の
学

力
の
修
得
を
希
望
す
る
人
へ

の
教
材
等
（
通
信
の
手
段
を

含
み
）
必
要
な
支
援
を
講
ず

る
と
あ
る
が
、
可
能
か
。

服
部
教
育
長　

中
学
校
を
卒

業
す
る
す
べ
て
の
生
徒
に
対

し
て
は
、
進
路
指
導
を
し
っ

か
り
と
対
応
し
、
卒
業
後
の

学
習
機
会
を
確
保
し
た
上
で

卒
業
を
迎
え
て
い
る
。
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
を
活
用
し
た
学

習
に
つ
い
て
は
、
学
習
保
障

の
観
点
か
ら
様
々
な
学
習
コ

ン
テ
ン
ツ
が
配
信
さ
れ
て
い

る
が
、
今
後
、
小
中
学
校
の

授
業
配
信
に
つ
い
て
は
検
討

す
べ
き
課
題
で
あ
る
。

髙
松
議
員　

指
導
の
場
や
居

場
所
確
保
、
教
育
、
学
習
の

場
と
し
て
の
教
育
支
援
セ
ン

タ
ー
の
機
能
を
も
つ
場
は
確

保
で
き
な
い
か
。

服
部
教
育
長　

居
場
所
を
ど

の
よ
う
に
作
る
か
課
題
と
な

る
。
町
で
は
学
校
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
を
活
用
し
、
カ
ウ
ン
セ

リ
ン
グ
、
学
習
指
導
併
せ
て

遊
び
を
一
緒
に
す
る
等
、
実

質
的
な
教
育
セ
ン
タ
ー
に
似

た
こ
と
を
行
っ
て
い
る
。
教

育
支
援
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て

は
考
え
て
い
な
い
。

教
師
、
養
護
教
諭
と
連
携
し
、

生
徒
の
安
心
で
き
る
居
場
所

づ
く
り
に
も
支
援
し
て
い
る
。

髙
松
議
員　

今
後
も
不
登
校
、

い
じ
め
等
の
未
然
防
止
が
重

要
と
思
う
が
。

服
部
教
育
長　

保
護
者
、
担

任
、
学
校
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場

か
ら
の
子
ど
も
達
へ
の
日
常

の
変
化
の
気
づ
き
が
大
切
で

あ
る
と
思
う
。
ま
た
、
早
期

発
見
が
で
き
る
よ
う
に
カ
ウ

ン
セ
ラ
ー
に
よ
る
研
修
の
機

会
を
保
護
者
や
関
係
者
が
受

け
る
こ
と
に
よ
り
ス
キ
ル

ア
ッ
プ
を
し
て
い
く
必
要
が

あ
る
。
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供

－米沢　義英　議員－

子どもセンターの分散ではなく一体的な施設を

新体制の下で検討される（町長）

子 

育 

て

米
沢
議
員　

町
立
病
院
の
改

築
に
伴
い
子
ど
も
セ
ン
タ
ー

の
取
壊
し
が
予
定
さ
れ
て
い

る
。
こ
の
施
設
は
、
乳
幼
児

期
の
療
育
支
援
、
子
育
て
に

関
す
る
相
談
な
ど
、
家
庭
や

子
供
の
成
長
を
支
援
す
る
拠

点
施
設
と
な
っ
て
い
る
。
利

用
者
か
ら
は
、
「
子
育
て
に

迷
っ
た
時
で
も
気
軽
に
対
応

し
て
く
れ
る
。
悩
み
を
共
有

で
き
る
仲
間
が
い
て
安
心
。

今
後
も
一
体
感
が
あ
る
施
設

と
し
て
あ
っ
て
ほ
し
い
。
」

と
話
し
て
く
れ
た
。
利
用
者

の
対
場
に
立
っ
て
、
計
画
を

進
め
る
べ
き
で
は
。

向
山
町
長　

子
ど
も
セ
ン

タ
ー
の
移
転
先
に
つ
い
て
は
、

子
ど
も
セ
ン
タ
ー
機
能
を
一

か
所
に
移
転
で
き
る
施
設
の

確
保
が
難
し
い
こ
と
か
ら
、

児
童
発
達
支
援
セ
ン
タ
ー
は
、

旧
看
護
宿
舎
、
子
育
て
支
援

事
業
に
つ
い
て
は
、
他
の
公

共
施
設
の
活
用
を
検
討
し
て

い
る
。
今
後
、
意
見
交
換
を

重
ね
て
ま
い
り
た
い
。

　

ま
た
、
子
育
て
支
援
事
業

全
体
で
考
え
る
こ
と
が
必
要

で
あ
り
、
新
体
制
の
下
で
検

討
さ
れ
て
い
く
と
考
え
る
。町立病院の改築により取壊しが検討されている子どもセンター

米
沢
議
員　

公
務
員
は
全
体

の
奉
仕
者
と
し
て
職
務
に
専

念
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

さ
れ
て
い
る
。
こ
の
間
、
町

職
員
の
現
金
着
服
に
続
き
、

新
た
に
福
祉
事
務
手
続
き
の

遅
れ
で
、
当
事
者
に
精
神
的

な
負
担
を
与
え
、
町
民
と
の

信
頼
を
損
ね
て
し
ま
っ
た
こ

と
は
重
大
問
題
で
、
行
政
全

体
の
問
題
と
し
て
し
っ
か
り

受
け
止
め
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
再
発
防
止
策
、
町
長
や

担
当
職
員
等
の
処
分
に
つ
い

て
伺
う
。

向
山
町
長　

こ
の
度
の
事
案

が
発
生
し
、
多
く
の
皆
様
の

信
頼
を
損
ね
る
事
態
な
っ
た

こ
と
に
、
心
よ
り
お
詫
び
を

申
し
上
げ
る
。
再
発
防
止
に

つ
い
て
は
、
当
該
職
員
が
自

宅
療
養
中
で
あ
り
、
今
後
の

面
談
を
通
し
て
、
発
生
し
た

原
因
に
つ
い
て
検
証
し
、
二

度
と
こ
の
よ
う
な
事
案
が
発

生
し
な
い
よ
う
、
事
務
体
制

の
改
善
策
等
に
つ
い
て
検
証
、

整
理
し
た
い
。
職
員
に
係
る

処
分
に
つ
い
て
は
、
当
該
職

員
の
面
談
を
通
じ
て
、
規
定

に
基
づ
き
対
応
し
た
い
。

　

自
ら
の
責
任
に
つ
い
て
は
、

こ
の
よ
う
な
事
案
が
な
ぜ
起

き
た
の
か
検
証
し
、
全
て
の

部
署
に
お
い
て
、
職
員
の
仕

事
に
対
す
る
姿
勢
や
モ
ラ
ル
、

職
場
環
境
の
見
直
し
も
含
め

て
、
初
心
に
返
っ
て
職
務
に

当
た
る
よ
う
指
導
・
監
督
に

努
め
る
と
と
も
に
、
町
民
の

皆
様
の
信
頼
を
損
ね
る
こ
と

が
な
い
よ
う
に
し
た
い
。

保健福祉課福祉対策班が入る保健福祉総合センター

福
祉
事
務
手
続
き
遅
れ
の
改
善
策
を

事
務
手
続
き
遅
れ
の
検
証
と

　
　
　
　
　
改
善
策
を
整
理
す
る
（
町
長
）

服　務
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委員会
の

うごき

侠

　

本
委
員
会
は
計
13
回
の
委
員
会
を
開
催
し
、「
防

災
対
策
に
つ
い
て
」
の
テ
ー
マ
で
閉
会
中
の
継
続
調

査
を
行
い
ま
し
た
。
そ
の
中
で
も
本
委
員
会
は
、
各

種
災
害
の
共
通
事
項
で
あ
る
「
情
報
伝
達
」
と
「
避

難
所
」
に
テ
ー
マ
を
絞
り
、
各
項
目
に
つ
い
て
の
調

査
を
行
い
、
議
場
に
て
報
告
を
行
い
ま
し
た
。　

総
務
産
建
常
任
委
員
会

平成 28 年８月北海道豪雨災害時の視察のようす

情
報
伝
達
の
調
査
項
目

〈
１
〉
関
係
機
関
か
ら
受
信
す
る
防
災
情
報
の
種
類
（
８
種
類
）

〈
２
〉
住
民
に
発
信
す
る
情
報
伝
達
の
方
法
（
８
種
類
）

〈
３
〉
外
国
人
へ
の
情
報
伝
達
の
方
法

〈
４
〉
情
報
伝
達
の
手
法
と
災
害
毎
の
情
報
発
信
の
時
期

避
難
所
の
調
査
項
目

〈
１
〉
災
害
時
避
難
行
動
要
支
援
者
に
つ
い
て

〈
２
〉
避
難
所
に
お
け
る
ペ
ッ
ト
対
策
に
つ
い
て

〈
３
〉
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
対
応
に
つ
い
て

〈
４
〉
避
難
所
運
営
の
備
蓄
品
の
状
況
に
つ
い
て

〈
５
〉
災
害
弱
者
の
対
応
に
つ
い
て

〈
６
〉
避
難
所
の
収
容
人
数
に
つ
い
て

〈
７
〉
感
染
症
対
策
に
つ
い
て

〈
８
〉
災
害
時
応
援
協
定
に
つ
い
て

　

情
報
伝
達
に
つ
い
て
は
、
現
状
は
住
民
に
対
し
て
８
種
類
の
方

法
や
手
段
に
よ
り
災
害
情
報
が
発
信
さ
れ
て
い
る
が
、
住
民
か
ら

災
害
情
報
を
入
手
す
る
手
段
は
電
話
や
直
接
の
対
面
に
限
ら
れ
て

い
る
の
で
、
今
後
Ｉ
Ｃ
Ｔ
技
術
を
活
用
し
た
よ
り
質
の
高
い
情
報

収
集
を
図
ら
れ
た
い
。
ま
た
、
災
害
情
報
の
受
信
弱
者
に
対
し
て

可
視
化
さ
れ
た
情
報
が
伝
達
さ
れ
る
環
境
整
備
も
必
要
で
あ
る
。

　

避
難
所
に
つ
い
て
、
町
と
住
民
会
で
災
害
時
要
支
援
者
名
簿
の

作
成
等
を
行
っ
て
い
る
が
、
住
民
会
未
加
入
者
へ
の
対
応
が
課
題

で
あ
り
対
処
さ
れ
た
い
。
ま
た
避
難
所
に
お
け
る
ペ
ッ
ト
対
応
に

つ
い
て
は
、
ペ
ッ
ト
所
有
の
現
状
把
握
を
し
つ
つ
、
災
害
時
の
対

応
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
る
必
要
が
あ
る
。

　

災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
対
応
に
関
し
て
は
、
被
災
者
ニ
ー
ズ
と
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
を
マ
ッ
チ
ン
グ
さ
せ
る
「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
」
の
研
修
や
育
成
が
課
題
で
あ
り
、
関
係
機
関
と
検
討

◆
総
論(

ま
と
め)

◆

さ
れ
た
い
。

　

ま
た
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
端
を
発
し
た
感
染
症

対
策
に
つ
い
て
は
、「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
対
応
し
た

避
難
所
運
営
マ
ニ
ュ
ア
ル
」
に
基
づ
い
た
訓
練
や
検
証
を
行
い
課

題
の
解
消
に
努
め
ら
れ
た
い
。

　

ま
た
、
火
山
噴
火
に
よ
る
大
規
模
な
災
害
は
も
と
よ
り
、
近
年

各
地
で
甚
大
な
被
害
を
も
た
ら
す
ゲ
リ
ラ
的
豪
雨
や
未
曽
有
の
台

風
な
ど
に
よ
る
大
雨
洪
水
災
害
な
ど
に
対
す
る
警
戒
も
必
要
で
あ

る
。

　

災
害
が
発
生
し
た
時
に
、
正
確
な
情
報
が
迅
速
に
住
民
に
届
き

安
全
に
避
難
が
行
わ
れ
る
よ
う
、
平
時
の
時
か
ら
防
災
機
関
の
み

な
ら
ず
行
政
も
住
民
も
災
害
に
対
す
る
準
備
を
怠
ら
ず
備
え
て
、

「
災
害
が
発
生
し
た
時
に
は
一
人
の
犠
牲
者
も
だ
さ
な
い
」
と
い
っ

た
準
備
と
対
応
が
大
切
で
あ
る
。

現
状
の
主
な
課
題

〈
情
報
伝
達
〉

・
関
係
機
関
か
ら
情
報
受
信
の
祝
祭
日
対
応

・
住
民
等
か
ら
の
災
害
情
報
な
ど
を
入
手
す
る
双
方
向
の
手
段

・
日
本
語
以
外
で
の
情
報
伝
達

・
防
災
行
政
無
線
の
複
数
回
数
の
放
送

〈
避
難
所
〉

・
住
民
会
未
加
入
者
に
対
す
る
対
応

・
ペ
ッ
ト
所
有
に
対
す
る
実
態
把
握
と
避
難
行
動

・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
育
成

・
感
染
症
対
策
に
対
応
し
た
避
難
所
運
営

・
民
間
事
業
者
と
の
協
力
関
係
拡
大
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委員会のうごき

僑

　

本
委
員
会
は
、
令
和
２
年
10
月
26
日
に
委
員
会
を

開
催
し
「
上
富
良
野
町
子
ど
も
セ
ン
タ
ー
」
の
現
況

と
、
事
業
内
容
に
つ
い
て
の
視
察
調
査
を
行
う
こ
と

を
決
定
し
、
11
月
９
日
に
調
査
を
実
施
し
ま
し
た
。

厚
生
文
教
常
任
委
員
会

　

昭
和
48
年
12
月
に
老
人
及
び
身
体
障
が
い
者
の
活
動
拠
点
と
し

て
「
老
人
障
が
い
者
セ
ン
タ
ー
」
が
新
築
さ
れ
た
。
そ
の
後
、
施

設
の
目
的
変
更
が
行
わ
れ
、
平
成
17
年
４
月
よ
り
「
上
富
良
野
町

子
ど
も
セ
ン
タ
ー
」
と
し
て
運
営
が
開
始
さ
れ
た
。

　

セ
ン
タ
ー
内
に
は
「
母
子
通
園
セ
ン
タ
ー
」
と
「
子
育
て
支
援

セ
ン
タ
ー
」
と
し
て
の
機
能
が
置
か
れ
て
い
た
が
、
平
成
18
年
に

は
「
母
子
通
園
セ
ン
タ
ー
」
を
「
発
達
支
援
セ
ン
タ
ー
」
に
名
称

を
変
更
し
今
日
に
至
っ
て
い
る
。

発
達
支
援
セ
ン
タ
ー
の
活
動
内
容

　

発
達
支
援
セ
ン
タ
ー
は
、
発
達
に
遅
れ
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
就

学
前
児
童
と
親
が
一
緒
に
通
園
す
る
場
所
で
、
子
ど
も
が
「
健
康
・

生
活
」「
運
動
・
感
覚
」「
認
知
・
行
動
」「
言
語
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
」「
人
間
関
係
・
社
会
性
」
に
お
い
て
、
将
来
、
日
常
生
活

や
社
会
生
活
が
円
滑
に
営
ま
れ
る
よ
う
乳
幼
児
期
の
療
育
支
援
を

行
う
こ
と
が
目
的
と
な
っ
て
い
る
。

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
の
活
動
内
容

　

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
は
、
就
学
前
児
童
・
妊
産
婦
・
そ
の
家

族
を
対
象
に
交
流
の
場
を
提
供
し
子
育
て
を
支
援
し
て
い
る
。

　

親
子
で
遊
ぶ
事
業
の
ほ
か
、
育
児
相
談
、
自
由
に
遊
ぶ
「
な
か

よ
し
サ
ロ
ン
」
等
が
開
設
さ
れ
て
い
る
。

そ
の
他
の
利
用
団
体

①
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー

　

�　

上
富
良
野
町
と
中
富
良
野
町
の
両
町
で
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー

ト
・
セ
ン
タ
ー
基
本
事
業
等
を
「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
こ
ど
も
サ
ポ
ー

ト
ふ
ら
の
」
に
委
託
し
、
様
々
な
子
育
て
に
関
す
る
サ
ポ
ー
ト

事
業
が
行
わ
れ
て
い
る
。

　

�　

現
在
、
会
員
数
は
２
０
３
名
で
、
そ
の
内
訳
は
提
供
会
員
21
名
、

依
頼
会
員
１
１
５
名
、
両
方
会
員
67
名
と
な
っ
て
い
る
。
保
育

園
や
習
い
事
の
送
迎
、
休
日
・
夜
間
の
預
か
り
な
ど
の
サ
ポ
ー

ト
を
実
施
し
て
い
る
。

②
高
齢
者
事
業
団

�　

�　

平
成
元
年
、「
高
齢
者
事
業
団
」
が
会
員
56
名
を
も
っ
て
発
足

し
、
事
務
局
は
老
人
身
障
者
セ
ン
タ
ー
に
お
か
れ
て
い
る
。

③
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
た
ん
ぽ
ぽ
の
会

　

�　

平
成
14
年
福
祉
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
会
員
６
名
が
「
上
富
良
野
た

ん
ぽ
ぽ
の
会
」
を
設
立
し
、
平
成
15
年
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
の
認
可
を

受
け
た
。
現
在
も
日
曜
日
に
託
老
所
事
業
を
行
っ
て
い
る
。

◆
総
論(

ま
と
め)

◆

　

今
回
「
子
ど
も
セ
ン
タ
ー
」
の
現
況
と
事
業
内
容
に
つ
い
て
の

調
査
で
「
発
達
支
援
セ
ン
タ
ー
」
に
お
い
て
は
、
発
達
が
気
に
な

子どもセンター視察のようす

る
就
学
前
児
童
に
対
し
、
一
人
ひ
と
り
の
特
性
に
向
き
合
い
熱
心

な
指
導
の
様
子
を
見
て
、
改
め
て
早
期
療
育
の
必
要
性
を
認
識
す

る
こ
と
が
で
き
た
。

　

「
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
」
で
は
、
子
育
て
家
庭
に
対
す
る
育
児

不
安
等
に
つ
い
て
の
相
談
・
指
導
や
子
育
て
サ
ー
ク
ル
等
へ
の
育

成
・
支
援
が
行
わ
れ
て
き
て
お
り
、
地
域
の
子
育
て
支
援
の
拠
点

と
し
て
十
分
な
機
能
が
発
揮
さ
れ
て
い
た
。

　

ま
た
、
少
子
化
の
進
行
・
核
家
族
化
の
進
行
及
び
女
性
の
社
会

進
出
な
ど
に
よ
り
子
育
て
の
環
境
が
大
き
く
変
化
し
、
地
域
で
子

ど
も
た
ち
を
育
む
基
盤
と
し
て
様
々
な
事
業
に
取
り
組
ん
で
お
り
、

上
富
良
野
町
の
子
育
て
環
境
の
振
興
に
大
き
く
貢
献
し
て
い
る
こ

と
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

　
　
子
ど
も
セ
ン
タ
ー
の

　
　
　
　
　
　
　
現
況
と
事
業
内
容

※
両
委
員
会
報
告
書
全
文
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。
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今さら聞けない議会のコト　その５

らべとんと サトル先生の

つづく

議長室

議場の議長席（上段中央）

ぎじょう かたぎいん

議場の一番高い所に座って司会をしているのは議員の方ですか？
ところ すわ しかいいちばんたか

議長のことだね。町議会議員選挙の

後、すぐに初議会が開かれて、そこ

で議長と副議長を決めるんだよ。

あと

ぎちょう

き

ひら

ちょうぎかいぎいんせんきょ

はつぎかい

ぎちょう ふくぎちょう

では議長や副議長はどのように決

めるのですか？

ぎちょう ふくぎちょう き

公職選挙法というルールに基づき、議員間の選挙で決めるよ。方

法は「指名推選」と「投票」の 2 通りあるね。議員全員が『A 議

員が相応しいよね』となれば「指名推選」で決めることができるし、

候補者が複数いれば「投票」によって決めることになるね。副議

長の決め方も同じだよ。

ほう

かた

もとこうしょくせんきょほう

とうひょう ぎいんぜんいん

ふさわ

き

き

こうほしゃ ふくすう とうひょう ふくぎき

おな

しめいすいせん

ぎいんかん せんきょ き ほう

とお ぎ

いん しめいすいせん

ちょう

議長は議会全体の代表者として中

立性を保たなければならないん

だ。だけど議事を円滑に運営する

ために様々な権限を持っている

し、過半数表決において同数の場

合は議長がその可否を決めること

ができるんだよ。正に議会のリー

ダーだね。

かひ

ちゅう

えんかつ

ぎちょう

ぎじ

りつせい

うんえい

さまざま けんげん も

かはんすうひょうけつ どうすう ば

ぎちょう き

ぎかいまさ

ぎかいぜんたい だいひょうしゃ

たも

あい

いっぱんしつもんほか しつぎ

司会の議長は他の議員のように質疑とか一般質問ができず、自分の

意見が言えないのではないですか？

しかい ぎちょう ぎいん じぶん

いけん い
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◆
富
良
野
沿
線
市
町
村
議
会
議
員
研
修
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
に
参
加
し
ま
し
た
。

　

令
和
２
年
10
月
19
日
に
上
富
良
野
町
で
富
良
野
沿
線

市
町
村
議
会
議
長
会
主
催
の
議
員
研
修
会
が
開
催
さ
れ
、

議
員
12
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

龍
谷
大
学
政
策
学
部
教
授　

土
山
希
美
枝
氏
に
よ
る

「
質
問
力
を
高
め
る　

議
会
力
に
い
か
す
」
の
題
目
に
て
、

議
会
で
行
わ
れ
る
一
般
質
問
の
役
割
や
仕
組
み
、
機
能

を
解
説
し
た
後
、
そ
の
効
果
を
最
大
限
発
揮
す
る
具
体

例
と
し
て
、
議
員
間
で
個
々
の
質
問
内
容
を
共
有
し
、

町
の
課
題
に
対
す
る
議
会
全
体
の
質
問
と
な
る
よ
う
努

め
る
必
要
性
に
つ
い
て
講
話
を
い
た
だ
き
、
今
後
の
議

会
活
動
の
参
考
と
し
ま
し
た
。

10
月
26
日　

厚
生
文
教
常
任
委
員
会

11
月
９
日　

厚
生
文
教
常
任
委
員
会

　
　

12
日　

総
務
産
建
常
任
委
員
会

　
　

17
日　

議
会
運
営
委
員
会

　
　

24
日   

議
会
運
営
委
員
会

　
　

30
日　

全
員
協
議
会

　
　
　
　
　

第
７
回
臨
時
会

12
月
７
日　

厚
生
文
教
常
任
委
員
会

　
　

８
日　

総
務
産
建
常
任
委
員
会　

　
　

９
日　

議
会
運
営
委
員
会

　
　

10
日　

全
員
協
議
会

　
　
　
　
　

議
会
広
報
特
別
委
員
会

　
　

16
日　

第
４
回
定
例
会(

１
日
目)

　
　

17
日　

第
４
回
定
例
会(

２
日
目)

　
　
　
　
　

全
員
協
議
会

　
　
　
　
　

議
会
広
報
特
別
委
員
会

　
　

21
日　

議
会
運
営
委
員
会

１
月
14
日　

厚
生
文
教
常
任
委
員
会

　
　

18
日　

議
会
運
営
委
員
会

　
　

27
日　

議
会
広
報
特
別
委
員
会

　
　

29
日　

全
員
協
議
会

               

第
１
回
臨
時
会

　
　
　
　
　

連
合
審
査
会

　
　
　
　
　

厚
生
文
教
常
任
委
員
会

２
月
２
日　

議
会
広
報
特
別
委
員
会

　
　

８
日　

厚
生
文
教
常
任
委
員
会

　
　

９
日　

議
会
運
営
委
員
会

議
会
の
窓

議
会
を
傍
聴
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

議
会
を
傍
聴
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

　

町
議
会
で
は
年
４
回
、
３
月
・
６
月
・
９
月
・

町
議
会
で
は
年
４
回
、
３
月
・
６
月
・
９
月
・
1212

月
に
定
例
会
を
開
催
し
、
ま
た
、
必
要
に
応
じ
て
臨

月
に
定
例
会
を
開
催
し
、
ま
た
、
必
要
に
応
じ
て
臨

時
会
を
開
会
し
て
い
ま
す
。

時
会
を
開
会
し
て
い
ま
す
。

　

議
会
議
会
の
傍
聴
は
、
最
も
身
近
な
議
会
活
動
に
触
れ

の
傍
聴
は
、
最
も
身
近
な
議
会
活
動
に
触
れ

る
こ
と
の
で
き
る
機
会
で
す
。
議
会
で
は
住
民
生
活

る
こ
と
の
で
き
る
機
会
で
す
。
議
会
で
は
住
民
生
活

に
関
わ
る
様
々
な
案
件
を
真
剣
に
審
議
し
て
い
ま

に
関
わ
る
様
々
な
案
件
を
真
剣
に
審
議
し
て
い
ま

す
。
す
。

　

ま
た
、
定
例
会
で
は
議
案
の
ほ
か
に
も
議
員
が
行

　

ま
た
、
定
例
会
で
は
議
案
の
ほ
か
に
も
議
員
が
行

政
（
町
長
や
教
育
長
）
へ
質
問
を
す
る
「
一
般
質
問
」

政
（
町
長
や
教
育
長
）
へ
質
問
を
す
る
「
一
般
質
問
」

も
行
な
わ
れ
ま
す
。

も
行
な
わ
れ
ま
す
。

次
の
定
例
会
開
会
予
定
は
…

次
の
定
例
会
開
会
予
定
は
…

※
こ
の
日
程
は
変
更
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す

※
こ
の
日
程
は
変
更
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す

の
で
、
ご
確
認
の
う
え
、
役
場
３
階
の
議
場
ま
で

の
で
、
ご
確
認
の
う
え
、
役
場
３
階
の
議
場
ま
で

お
越
し
く
だ
さ
い
。

お
越
し
く
だ
さ
い
。

　
　　
　

お
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　

お
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

た
く
さ
ん
の
方
の
傍
聴
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
！

た
く
さ
ん
の
方
の
傍
聴
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
！

　
　
　
　
―
　
お
問
い
合
わ
せ
　
―

　
―
　
お
問
い
合
わ
せ
　
―

上
富
良
野
町
議
会
事
務
局

　

上
富
良
野
町
議
会
事
務
局

　
　　
拶
盈
拶
盈
６
９
９
２

６
９
９
２

３
月
３
月
３３
日
（
水
）

日
（
水
）

　
　

４
日
（
木
）

　
　

４
日
（
木
）

　
　

９
日
（
火
）

　
　

９
日
（
火
）

　
　
　
　

1010
日
（
水
）

日
（
水
）

　
　
　
　

1717
日
（
水
）

日
（
水
）

報
告
案
件
、
補
正
予
算
な
ど

報
告
案
件
、
補
正
予
算
な
ど

執
行
方
針
、
新
年
度
予
算
な
ど

執
行
方
針
、
新
年
度
予
算
な
ど

一
般
質
問

一
般
質
問

一
般
質
問

一
般
質
問

条
例
改
正
な
ど

条
例
改
正
な
ど

※
傍
聴
に
あ
た
っ
て
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

※
傍
聴
に
あ
た
っ
て
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
の
予
防
に
ご
配
慮
願
い
ま
す
。

感
染
症
の
予
防
に
ご
配
慮
願
い
ま
す
。

土山　希美枝氏

◆
令
和
２
年
度
議
会
懇
談
会
中
止
の
お
知
ら
せ

　

例
年
開
催
し
て
い
る
議
会
懇
談
会
に
つ
き
ま
し
て
は
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
の
予
防
の
観
点
か
ら

令
和
２
年
度
の
開
催
は
中
止
す
る
判
断
を
行
い
ま
し
た
。

　

４
月
以
降
の
実
施
に
つ
き
ま
し
て
は
、
引
き
続
き
コ

ロ
ナ
禍
の
状
況
に
応
じ
て
開
催
の
検
討
を
行
い
ま
す
の

で
、
ご
理
解
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。
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発
行
／
上
富
良
野
町
議
会

編
集
／
議
会
広
報
特
別
委
員
会

  

議 

会 

だ 

よ 

り

編
　
集

　
後

　
記

議会広報特別委員会

委

員

長　
　

髙　

松　

克　

年

副
委
員
長　

   

小
田
島　

久　

尚

委

員　
　

元　

井　

晴　

奈

　
　
　
　
　
　

米　

沢　

義　

英

　
　
　
　
　
　

佐　

藤　

大　

輔

　
　
　
　
　
　

小　

林　

啓　

太

■
新
し
い
年
を
迎
え
皆
様
は
い
か
が
お
過
ご
し
で
し
ょ

う
か
。
昨
年
は
コ
ロ
ナ
と
い
う
目
に
み
え
な
い
未
知
の

ウ
イ
ル
ス
に
振
り
回
さ
れ
た
一
年
で
し
た
。
ま
だ
ま
だ

予
断
を
許
さ
な
い
状
況
が
続
い
て
お
り
ま
す
が
、
一
人

ひ
と
り
が
マ
ス
ク
の
着
用
や
手
洗
い
な
ど
自
分
の
で
き

る
感
染
症
対
策
を
行
い
平
穏
な
日
常
を
取
り
戻
し
た
い

で
す
ね
。
一
日
も
早
い
収
束
、
経
済
復
興
を
願
う
ば
か

り
で
す
。

■
昨
年
は
「
鬼
滅
の
刃
」
が
流
行
し
ま
し
た
。
そ
の
中

の
「
竃
門
炭
次
郎
の
う
た
」
の
歌
詞
の
一
節
に
「
ど
ん

な
に
苦
し
く
て
も
前
へ
前
へ
、
進
め
、
絶
望
絶
ち
、
失
っ

て
も
失
っ
て
も
生
き
て
い
く
し
か
な
い
、
ど
ん
な
に
う

ち
の
め
さ
れ
て
も
守
る
も
の
が
あ
る
」
と
あ
り
ま
す
。

春
は
も
う
す
ぐ
で
す
‼
さ
ぁ
、
輝
け
る
未
来
に
向
か
っ

て
新
町
長
と
共
に
み
ん
な
前
へ
進
も
う
‼　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  　

（
元
井　

記
）

らべとんの大冒険！！
第
３
回

夏
は
ラ
ベ
ン
ダ
ー
で
綺
麗
な
日
の
出
公

園
、
冬
は
ス
キ
ー
場
と
し
て
使
っ
て
る

ん
だ
ね
♪

リ
フ
ト
乗
れ
る
か
不
安
だ
け
ど
・
・
・

ち
ょ
っ
と
、
冒
険
に
行
っ
て
み
よ
う
！

ら
べ
と
ん　

上
富
良
野
日
の
出

ス
キ
ー
場
に
行
っ
て
み
た
の
巻

シ
ュ
レ
ッ
プ
リ
フ
ト

の
乗
り
方

ま
ち
の
声
を
き
い
て
み
た
よ
！

管理運営は（株）上富良野管理運営は（株）上富良野

振興公社が行っています振興公社が行っています

超初心者には高いハードルに
感じるリフトも大丈夫 !!

スキー場利用のご案内スキー場利用のご案内
所在地：東２線北 27 号　日の出公園

電話：0167-39-4200(上富良野振興公社)

リフト運行時間：午前９時 00 分～午

後８時 30 分 ( ナイター午後４時～午

後８時 30 分 )

クローズ：３月７日（日）予定　積雪、

コロナの状況により変更の場合あり

リフト使用料：下記表のとおり

ち
ょ
っ
と
リ
フ
ト
で
転
ん
だ
ら
ど
う

し
よ
う
と
不
安
で
緊
張
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

小
学
生

転
ん
で
も
大
丈
夫
！
す
ぐ
止

め
て
く
れ
る
し
、
係
の
人
が

助
け
に
き
て
く
れ
る
か
ら
大

丈
夫
だ
っ
て
！

あ
っ
と
い
う
間
に
滑
り
終
わ
っ
ち
ゃ

う
ち
ゃ
う
け
ど
楽
し
い
♪　
            　

　
　

上
富
良
野
中
学
生

中
学
生
に
は
少
し
物
足
り
な

い
の
か
な
？
で
も
ス
キ
ー
は

楽
し
い
よ
ね
♪

リ
フ
ト
が
中
学
生
か
ら
大
人
と
同
じ

料
金
な
の
は
知
ら
な
か
っ
た
。
小
人

料
金
だ
と
思
っ
て
来
た
か
ら
・
・
・

 　
　
　
　
　

  　
　

   

40
代　

男
性　

近
郊
の
ス
キ
ー
場
の
リ
フ
ト

も
大
体
ど
こ
で
も
中
学
生
か

ら
大
人
料
金
み
た
い
・
・
・

子
ど
も
が
ス
キ
ー
の
練
習
を
し
な
い

と
い
け
な
く
て
。
街
中
に
あ
る
の
で

す
ぐ
行
け
て
便
利
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

30
代　

女
性

街
中
に
あ
る
ス
キ
ー
場
で
い

つ
で
も
す
ぐ
に
練
習
に
行
け

る
ね
♪

小学生まで 中学生以上大人

１回券 30 円 50 円

11 回券 300 円 500 円

１日券 500 円 1,000 円

シーズン券 3,000 円 6,000 円

ナイター券 400 円 700 円

リフト使用料リフト使用料
①�回っている円盤 ( オレンジ色

部 ) を手でキャッチ

②引っ張って円盤を股にはさむ

③�ロープが伸びきるとそのまま

引っ張ってくれる

④�山頂についたら円盤を股から

外す

シュレップリフトの練習のようす

知ってる？

ロッジ内部のようす


